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生物機能材料研究室

自然科学系 教授

田中　孝明   TANAKA Takaaki http://www.eng.niigata-u.ac.jp/
~tctanaka/top.html

多孔質高分子材料・生物材料の開発と応用
～　分離膜、バイオマテリアル　～
●キーワード● 生物材料、多孔質材料、分離膜、生分解性プラスチック、相分離法、濾過分離プロセス

　高分子を多孔質化することにより、孔を利用した分離
材料や生体材料の開発を目指しています。多孔質化には
高分子溶液の相分離現象を用いた「相分離法」を使って
います。溶媒や冷却速度を変化させることにより多様な
多孔質構造を作製できます。液体の透過性を有する連結
型の多孔質構造も作製できます。
　多孔質化に用いる高分子としては、特に生分解性プラ
スチックを用いて研究開発に取り組んでいます。ポリ乳
酸などの生分解性プラスチックは環境に優しい循環型
社会のための材料として注目されています。一部の生分
解性プラスチックは生体内でも安全に分解・吸収される
ため、医療材料にも応用されています。ポリメタクリル
酸メチル（アクリル樹脂）など、生分解性プラスチック以
外のプラスチックや、キチン・キトサンなどの高分子多
糖類の多孔質化にも取り組んでいます。孔を利用する
と、ヒドロキシアパタイトなどの無機機能性微粒子との
複合化も可能です。
　開発した多孔質材料は、使用後に目詰まり成分ととも
にコンポスト（堆肥）化処理できる生分解性濾過フィル
ターなどの分離材料や再生医療用の生体吸収性バイオ
マテリアルへの応用が考えられます。

濾過膜及びその製造方法（特開2008-132415）
デプスフィルター型精密濾過膜及びその製造方法（特開2011-194325）
キチンシートの製造方法（特開2013-220328）

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　各種相分離法を用いた多孔質高分子材料の開発と
応用に取り組んでいます。生分解性プラスチックの多
孔質化を活用して医療材料の開発や持続可能な社会
への貢献を目指しています。

・連結孔を有する多孔質高分子材料の応用を目指す
分野。
・液体の清澄化などの微粒子の濾過分離プロセスの
研究にも取り組んでいます。

関連する知的財産
論文 等

相分離法による多孔質高分子材料の作製
（熱誘起相分離法の場合）

生分解性プラスチックと持続可能な社会
（ポリ乳酸の例）

専門分野 生物材料工学、生物化学工学、分離工学無機材料研究室

自然科学系 助教

渡邉　美寿貴  WATANABE Mizuki https://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/
html/200002464_ja.html

近赤外光励起により近赤外発光を示す
蛍光体の合成と評価

●キーワード● セラミックス、蛍光体、近赤外発光、バイオイメージング、レーザー

　「生体の光学窓」と呼ばれる700～1400 nmの波長を
もつ近赤外光のバイオイメージングへの利用が注目さ
れています。紫外可視領域の光よりも低エネルギーであ
ることから生体へのダメージも少なく、光散乱や自家蛍
光を抑制することから高感度であり、生体透過性が高い
ため生体深部まで観察可能です。そのような蛍光体とし
て、インドシアニングリーン（indocyanine green, 
ICG）が実用化されていますが、光退色の問題に加えて、
生理食塩水などの溶媒に対する溶解性や安定性が低い
とされています。
　当研究室では近赤外光を吸収し、近赤外発光を示す新
規希土類添加ナノセラミックス蛍光体の探索に取り組ん
でいます。近赤外光で励起され、近赤外発光可能なNd3+を
発光イオンとして選択し、これまでに3つの新規材料の合
成に成功しています（右図）。Nd3+の発光は4f-4f遷移に基
づく発光に分類され、808 nmの近赤外光で励起した場
合、1060 nm付近で最も効率よく発光を示し、YAG:Nd
などのレーザー材料として研究されてきましたが、バイ
オ材料としては未だに検討されていない点が多く、材料
設計や新規材料探索によって、より有用なバイオイメー
ジング用蛍光体が発見できる可能性を秘めています。

Mizuki Watanabe et al., Journal of Asian Ceramic Societies, 7(4) 502-508 (2019).
Mizuki Watanabe et al., Journal of Asian Ceramic Societies, 7(4) 509-517 (2019).

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　近赤外発光の励起・発光測定は容易ではありません
が、自作の近赤外チェッカーを作製することで、近赤
外発光を容易に確認でき、材料探索をより有利に進め
ることができます。

・近赤外光を利用したバイオイメージング・セン
サーなどに興味のある個人や団体
・近赤外蛍光体を利用したイメージングを生体内で
実際に評価できる個人や団体

関連する知的財産
論文 等

図　Nd3+-NASICON蛍光体のTEM画像と発光写真と発光スペクトル

図　 GdPO4: 3 mol% Nd3+コアとGdPO4: 3 mol% Nd3+/
 CaPOコアシェル蛍光体のTEM画像と発光スペクトル

専門分野 無機材料、セラミックス、低温合成、発光材料、CO2吸収材

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 4-94-8


